
(57)【要約】

【目的】難渋する大腸内視鏡の挿入手技をシースを自動

移動式とする事で容易なものとし、回腸、腔腸までの挿

入を可能とする。

【構成】円筒状のシース１２の後方に後方バルーン８を

取り付け、前方に前方バルーン２の付いた可動式リング

１を取り付け、それぞれのバルーンは注入チューブ６、

３にて空気、または液体を送り込む事で拡張し、陰圧で

引く事で収縮する。可動式リング１と円筒状のシース１

２の前後の動きは牽引糸７を巻き付けシャフト９に巻き

付けるか可動式リング１の内側をボルトとしボルトネジ

２３を回転させて行う。動力源は弾性に富む金属ででき

た連結シャフト１６を連結して伝えられる回転動力、又

は内部モーター２５を用いる。大腸内視鏡ファイバーの

先端にストッパーを設けシースをファイバーの先端より

前方へ行かない様にする事でファイバーそのものを一緒

に進める事が出来る移動式シースである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 後 方 に 固 定 す る 形 で 後 方 バ ル ー ン ８ を 取 り 付 け 、 前 方 に 前 方 バ ル ー
ン ２ を 取 り 付 け た 可 動 式 リ ン グ １ を 取 り 付 け た も の で 、 そ れ ぞ れ の バ ル ー ン は 注 入 チ ュ ー
ブ に て 空 気 、 も し く は オ イ ル 等 の 液 体 を 送 り 込 む 事 で 拡 張 し 、 陰 圧 で 引 く 事 で 収 縮 す る 事
が 可 能 で あ る 。 前 方 バ ル ー ン ２ を 拡 張 さ せ て 可 動 式 リ ン グ １ を 腸 管 内 に 固 定 し 、 後 方 バ ル
ー ン ８ を 収 縮 さ せ た ま ま で 連 結 シ ャ フ ト １ ６ に よ っ て 伝 え ら れ る 回 転 動 力 に て シ ー ス の 後
方 部 を 前 方 に 引 き 寄 せ 、 次 い で 後 方 バ ル ー ン ８ を 拡 張 し 前 方 バ ル ー ン ２ を 収 縮 さ せ て 連 結
シ ャ フ ト １ ６ を 逆 回 転 さ せ 可 動 式 リ ン グ を 前 方 へ 引 き 離 す 事 を く り か え し て 奥 へ 、 奥 へ と
前 進 が 可 能 な バ ル ー ン 式 の 自 動 移 動 シ ー ス で あ り 、 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 に ス ト ッ
パ ー を 設 け シ ー ス を 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 よ り 前 方 へ 行 か な い 様 に す る こ と で 大 腸
内 視 鏡 フ ァ イ バ ー そ の も の を 一 緒 に 奥 へ 進 め る 事 が 出 来 、 内 部 構 造 は 全 て 伸 展 カ バ ー １ ５
に よ っ て 覆 い 、 外 部 ギ ア １ ４ に て ピ ア ノ 線 等 の 弾 性 に 富 む 金 属 で で き た 連 結 シ ャ フ ト １ ６
を 連 結 し て 行 く 事 で 、 後 方 の 連 結 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 動 力 を 先 端 へ 伝 え て ゆ く 構 造 で 、 連
結 シ ャ フ ト １ ６ は 外 部 ギ ヤ １ ４ の 部 分 も 含 め て 連 結 シ ャ フ ト カ バ ー ２ １ に て 外 部 か ら 遮 断
さ れ た 移 動 式 の シ ー ス で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
可 動 式 リ ン グ １ の 内 側 を ボ ル ト と し ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 回 転 さ せ る 事 で 可 動 式 リ ン グ １ と 円
筒 状 の シ ー ス １ ２ の 前 後 の 動 き を 可 能 と し た 本 案 。
【 請 求 項 ３ 】
動 力 源 を 連 結 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 動 力 の 代 わ り に 内 部 モ ー タ ー と し た 本 案 。
【 請 求 項 ４ 】
動 力 源 を 連 結 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 動 力 の 代 わ り に 内 部 モ ー タ ー と し 、 可 動 式 リ ン グ １ の 内
側 を ボ ル ト と し て ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 回 転 さ せ る 事 で 可 動 式 リ ン グ １ と 円 筒 状 の シ ー ス １ ２
の 前 後 の 動 き を 可 能 と し た 本 案 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 大 腸 内 視 鏡 の 挿 入 を 容 易 に す る 自 動 移 動 式 の 大 腸 内 視 鏡 シ ー ス に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 大 腸 内 視 鏡 シ ー ス は 肛 門 部 か ら 直 腸 、 Ｓ 状 結 腸 、 下 行 結 腸 に 固 定 し 、 Ｓ 状 結 腸 の 屈
曲 、 蛇 行 部 を 回 避 し て 大 腸 内 視 鋺 フ ァ イ バ ー が 撓 む 事 無 く ス ム ー ズ に 奥 へ 挿 入 で き る 様 に
し た も の で あ り 、 シ ー ス 事 体 が 移 動 す る 物 は 無 く 、 大 腸 内 視 鏡 を 奥 へ 進 め る 機 能 は 備 わ っ
て い な か っ た 。 又 、 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 挿 入 は 熟 練 の 医 師 で す ら 時 間 を 要 し 、 患 者 に
少 な か ら ず 苦 痛 を 強 い る も の と な っ て い る 。 理 由 は 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー を あ る 程 度 の 力
で 外 か ら 押 し た り 引 っ 張 っ た り し な け れ ば 奥 へ は 進 め な い 部 位 が 少 な か ら ず 存 在 す る か ら
で あ り 、 外 か ら 加 え る 力 が 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 に 伝 え ず ら い 事 が 原 因 と な っ て い
る 。 近 年 ダ ブ ル バ ル ー ン 式 の フ ァ イ バ ー が 開 発 さ れ 小 腸 ま で の 観 察 が 可 能 と な っ て い る が
、 や は り 外 か ら 押 し た り 引 っ 張 っ た り す る 作 業 が 主 体 で あ り 、 先 端 に 力 が 伝 え ず ら い 状 態
は 改 善 さ れ て お ら ず 一 般 の 大 腸 カ メ ラ 検 査 よ り 遥 か に 長 い 時 間 と 苦 痛 を 患 者 に 強 い る も の
と な っ て い る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 発 明 は 難 渋 す る 大 腸 内 視 鏡 の 挿 入 手 技 を 容 易 と す る と 井 に 、 大 腸 内 視 鏡 を そ の ま ま 使
い 、 小 腸 の 奥 ま で の 挿 入 を 可 能 と す る 為 に 発 案 さ れ た 物 で あ り 、 シ ー ス を 移 動 式 と す る 事
で 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 腸 管 管 腔 へ の 摩 擦 を 軽 減 し な が ら 撓 み を 減 少 さ せ て フ ァ イ バ ー
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の 奥 へ の 挿 入 を よ り 容 易 な 状 態 と し 、 シ ー ス が 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 よ り 前 に 出 な
い 様 に 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー に ス ト ッ パ ー を 設 け た 場 合 、 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー を シ ー ス
の 前 進 に 合 わ せ 奥 へ 進 め て ゆ く 事 が 可 能 と な っ た 。 こ れ を 以 下 図 面 に て 説 明 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
円 筒 状 の シ ー ス １ ２ に 後 方 バ ル ー ン ８ を 取 り 付 け 、 可 動 式 リ ン グ １ に 前 方 バ ル ー ン ２ を 取
り 付 け 、 そ れ ぞ れ の バ ル ー ン は 後 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ ６ 、 前 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ
３ に 連 結 さ れ て い る 、 前 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ ３ は 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ に 連 結 し た 前 方
バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ 移 動 管 １ ７ に 通 さ れ 前 後 に 移 動 可 能 で あ る 。 可 動 式 リ ン グ １ は 内 部
シ ャ フ ト １ ３ の 回 転 で 内 部 ギ ア ５ の 連 結 に よ り 巻 き 付 け シ ャ フ ト ９ が 回 転 す る 事 で 、 フ ッ
ク １ ０ 、 １ １ に 結 び 付 け ら れ フ ッ ク ４ に 通 さ れ て 巻 き 付 け シ ャ フ ト ９ に 巻 き 付 け ら れ た 牽
引 糸 ７ に よ り 前 後 に 移 動 が 可 能 と な っ て い る 。 牽 引 糸 ７ は 可 動 式 リ ン グ １ の 牽 引 糸 孔 １ ９
よ り 前 後 に 通 し て あ り 可 動 式 リ ン グ １ の 前 後 の 移 動 の 支 障 に な ら 無 い 様 に し て あ る 。 こ れ
ら の 内 部 構 造 は 全 て 伸 展 カ バ ー １ ５ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 外 部 ギ ア １ ４ に て ピ ア ノ 線 等
の 弾 性 に 富 む 金 属 で で き た 連 結 シ ャ フ ト １ ６ を 連 結 し て 行 く 事 で 、 後 方 の 連 結 シ ャ フ ト １
６ の 回 転 動 力 を 先 端 へ 伝 え る 事 が で き る 。 連 結 シ ャ フ ト １ ６ は 外 部 ギ ヤ １ ４ の 部 分 も 含 め
て 連 結 シ ャ フ ト カ バ ー ２ １ に て 外 部 か ら 遮 断 さ れ て い る 。 連 結 シ ャ フ ト １ ６ に て 前 後 に 同
様 の シ ー ス を 連 結 し て ゆ く 事 で 前 進 の 為 の 推 進 力 を 増 す 事 が 可 能 で あ り 、 又 、 本 案 の シ ー
ス の 後 方 に チ ュ ー ブ 状 の 大 腸 内 視 鏡 シ ー ス を 連 結 さ せ た 場 合 は よ り い っ そ う 大 腸 フ ァ イ バ
ー の 摩 擦 を 軽 減 し 大 腸 フ ァ イ バ ー の 前 後 の 可 動 性 を 向 上 す る 事 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ の 様 な 形 態 に よ り 伸 展 カ バ ー １ ５ 、 連 結 シ ャ フ ト カ バ ー ２ １ 、 前 方 バ ル ー ン 注
入 チ ュ ー ブ 移 動 管 １ ７ に て 内 部 を 外 部 か ら 完 全 に 遮 断 し た 状 態 で 清 潔 性 に 保 つ 事 が 出 来 、
前 後 の バ ル ー ン は 注 入 チ ュ ー ブ に て 空 気 、 も し く は オ イ ル 等 の 液 体 を 送 り 込 む 事 で 拡 張 し
、 陰 圧 で 引 く 事 で 収 縮 す る 事 が 可 能 で 、 前 方 バ ル ー ン ２ を 拡 張 さ せ て 可 動 式 リ ン グ を 腸 管
内 に 固 定 し 、 後 方 バ ル ー ン ８ を 収 縮 さ せ た ま ま で 連 結 シ ャ フ ト １ ６ に よ っ て 伝 え ら れ る 回
転 動 力 に て 牽 引 糸 ７ を 巻 き 付 け シ ャ フ ト ９ に 巻 き 付 け て 、 シ ー ス の 後 方 部 を 前 方 に 引 き 寄
せ 、 次 い で 後 方 バ ル ー ン ８ を 拡 張 し 前 方 バ ル ー ン ２ を 収 縮 さ せ て 連 結 シ ャ フ ト １ ６ を 逆 回
転 さ せ 牽 引 糸 ７ を 逆 方 向 に 巻 き 付 け て 可 動 式 リ ン グ １ を 前 方 へ 引 き 離 す 事 を く り か え し て
円 筒 状 の シ ー ス １ ２ を 奥 へ 、 奥 へ と 進 め る 事 が 出 来 、 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 前 方 方 向 に 大
腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー に 固 定 す る リ ン グ 状 の ス ト ッ パ ー を 設 け る こ と で 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ
ー を 一 緒 に 奥 へ 前 進 さ せ る 事 が で き る 。 又 、 ピ ア ノ 線 等 の 弾 性 に 富 む 金 属 で 出 来 た 連 結 シ
ャ フ ト １ ６ に て 前 後 に 同 様 の シ ー ス を 連 結 し て ゆ く 事 で 前 進 の 為 の 推 進 力 を 増 す 事 が 可 能
で あ る 。 さ ら に 本 案 の シ ー ス の 後 方 に チ ュ ー ブ 状 の 大 腸 内 視 鏡 シ ー ス を 連 結 さ せ た 場 合 は
よ り い っ そ う 大 腸 フ ァ イ バ ー の 摩 擦 を 軽 減 し 大 腸 フ ァ イ バ ー の 前 後 の 可 動 性 を 向 上 す る 事
が 可 能 で あ る 。 動 力 源 を 連 結 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 動 力 で は な く 内 部 モ ー タ ２ ５ と し た 本 案
を 図 １ １ 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ に 示 す 。
可 動 式 リ ン グ １ を シ ー ス の 後 方 部 に 引 き つ け た り 、 引 き 離 し す る 運 動 を 牽 引 糸 ７ を 用 い る
代 わ り に 可 動 式 リ ン グ １ の 内 側 を 可 動 式 リ ン グ 内 側 ボ ル ト ２ ４ と し ボ ル ト ネ ジ ２ ３ の 回 転
で 可 能 に し た 物 が 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 し た 本 案 で あ り 、 加 え て 動 力 源 を
連 結 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 動 力 で は な く 内 部 モ ー タ ２ ５ と し た 物 を 図 １ ６ 、 図 １ ７ 、 図 １ ８
、 図 １ ９ 、 図 ２ ０ に 示 す 。 図 ２ １ は 本 案 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 様 な 構 造 で あ る か ら 本 案 の 移 動 式 シ ー ス は 難 渋 す る 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 挿 入 手 技
を 容 易 と し 、 か つ 大 腸 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー を 用 い そ の ま ま 回 腸 、 腔 腸 ま で の 挿 入 を 可 能 に で
き る 。 又 、 内 部 は 外 部 か ら 完 全 に 遮 断 さ れ た 状 態 で 清 潔 に 保 つ 事 が 出 来 、 大 腸 内 視 鏡 フ ァ
イ バ ー と 同 様 に 洗 浄 し て 使 用 す る 事 が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 カ バ ー 部 分 を 断 面 と し た 本 案 内 部 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 可 動 式 リ ン グ １ の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 可 動 式 リ ン グ １ の 背 面 図 。
【 図 ４ 】 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 背 面 図 。
【 図 ６ 】 カ バ ー 部 分 を 断 面 と し ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 用 い た 本 案 平 面 図 。
【 図 ７ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 用 い た 可 動 式 リ ン グ １ の 側 面 図 。
【 図 ８ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 用 い た 可 動 式 リ ン グ １ の 背 面 図 。
【 図 ９ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 用 い た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ を 用 い た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 背 面 図 。
【 図 １ １ 】 カ バ ー 部 分 を 断 面 と し 動 力 源 を 内 部 モ ー タ ー ２ ５ と し た 本 案 の 平 面 図 。
【 図 １ ２ 】 動 力 源 を 内 部 モ ー タ ー ２ ５ と し た 可 動 式 リ ン グ １ の 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】 動 力 源 を 内 部 モ ー タ ー ２ ５ と し た 可 動 式 リ ン グ １ の 背 面 図 。
【 図 １ ４ 】 動 力 源 を 内 部 モ ー タ ー ２ ５ と し た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 側 面 図 。
【 図 １ ５ 】 動 力 源 を 内 部 モ ー タ ー ２ ５ と し た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 背 面 図 。
【 図 １ ６ 】 カ バ ー 部 分 を 断 面 と し ボ ル ト ネ ジ ２ ３ 、 内 部 モ ー タ ー ２ ５ を 用 い た 本 案 平 面 図
。
【 図 １ ７ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ 、 内 部 モ ー タ ー ２ ５ を 用 い た 可 動 式 リ ン グ １ 側 面 図 。
【 図 １ ８ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ 、 内 部 モ ー タ ー ２ ５ を 用 い た 可 動 式 リ ン グ １ 背 面 図 。
【 図 １ ９ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ 、 内 部 モ ー タ ー ２ ５ を 用 い た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 側 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 ボ ル ト ネ ジ ２ ３ 、 内 部 モ ー タ ー ２ ５ を 用 い た 円 筒 状 の シ ー ス １ ２ の 背 面 図 。
【 図 ２ １ 】 本 案 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 可 動 式 リ ン グ
２ 前 方 バ ル ー ン
３ 前 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ
４ 固 定 フ ッ ク
５ 内 部 ギ ヤ
６ 後 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ
７ 牽 引 糸
８ 後 方 バ ル ー ン
９ 巻 き 付 け シ ャ フ ト
１ ０ リ ン グ 前 方 フ ッ ク
１ １ リ ン グ 後 方 フ ッ ク
１ ２ 円 筒 状 の シ ー ス
１ ３ 内 部 シ ャ フ ト
１ ４ 外 部 ギ ヤ
１ ５ 伸 展 カ バ ー
１ ６ 連 結 シ ャ フ ト
１ ７ 前 方 バ ル ー ン 注 入 チ ュ ー ブ 移 動 管
１ ８ 内 部 シ ャ フ ト 孔
１ ９ 牽 引 糸 孔
２ ０ 後 方 バ ル ー ン 注 入 管 孔
２ １ 連 結 シ ャ フ ト カ バ ー
２ ２ ボ ル ト ネ ジ 回 転 ギ ヤ
２ ３ ボ ル ト ネ ジ
２ ４ 可 動 式 リ ン グ 内 側 ボ ル ト
２ ５ 内 部 モ ー タ ー
２ ６ モ ー タ ー 配 線
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